












要約:1976～1987 年の間に出生し名古屋市立大学小児科にて追跡可能であったヒスチジン

血症(H)は 66 例であった。これらの例について発達面の分析を行った。 

66 例のうち 4 例は自閉的例であった。追跡例のうち学齢に達したのは 20 例であった。学

齢期に追跡できた例の内訳は1例が自閉的例,10 例は学習障害であった。脳波は 16.4%に発

作波が認められた。 

この 66 例について 2歳および 6～7歳に諸種の神経心理学検査を各年齢にあった対照をと

り検討を行った。2歳代施行の津守稲毛乳幼児発達検査の平均 DQ では H群は対照群と差は

なかったが DQ90 以下の低値は 5 例あり,4 例は自閉的例であった。6～7 歳児には WISC-R

と ITPA を施行した。WISC-R では平均 IQ は有意(ρ<0.05)に H 群に低く,H群は IQ90 以下が

多く(ρ<0.05),85 以下 5例のうち 2例は自閉的例であった。ITPAは平均 PLQ は H群に低く

(ρ<0.05),特に PLQが 81～90の間は H群が有意に多く(ρ＜0.05),PLQが 80以下 3例の中

2例は自閉的例であった。 


